
 

 

 

 

気軽に集える 

地域のよりどころ 



は じ め に 

 

広島市域の地（学）区社会福祉協議会では、小地域における福祉のまちづくりの活動を進めるため、

約 8 割の地区社協で活動拠点が設置され、地域に応じた工夫をしながら活用されています。しかしなが

ら、拠点を開設したものの、十分に活用しきれず、本来期待されていた機能が発揮できていない地区社

協もあります。 

そこで、地区社協の拠点を切り口にした福祉のまちづくりの活動事例を多く集め、そこから地域の活

動をさらに応援していくことを目的に、多くの地区社協のご協力を得て、このたびの発行に至りました。 

取材には、地域の実践者の方にもインタビュアーとして加わっていただき、実践者同士のやりとりを

通して、幅広い活動や、わがまちに対しての思いをうかがうことができました。取材では、地域の方々

のしなやかな発想で、市社協がこれまで想定し、推進してきた拠点の機能をはるかに超えて、柔軟に運

営、活用されていることが明らかになりました。 

例えば、地域の役員が気軽に寄れて、そのおしゃべりの中から、なにか面白いことが提案され、活動

に繋がっていくということもそのひとつです。 

平成２６・２７年度に市社協に設置した「小地域福祉活動の推進について検討する問題別委員会」で

は、小地域福祉活動における拠点の必要性が改めて確認され、今後も継続支援していくという方向性が

示されました。そのための維持経費や担い手の課題については、市・区社協でも引き続き検討すること

としています。 

本書は、それぞれの地域が、その状況に応じて活動を考え、その気持ちとともに取り組んできた経過

そのものです。今後、地域で活動を進めていくための参考になり、地域の方々の応援になれば幸いです。 

 

 

平成２８年（２０１６年）３月 

 

社会福祉法人 広島市社会福祉協議会  

会 長  山 本  一 隆          

本書について（読み進めるための留意点） 

 

・ 掲載されている事例は、地区社協の活動そのものについて、地区社協の方が話されたことを

もとに作成しました。そのため、地区社協で一般的に使われている名称をそのまま掲載して

いますので、同じ事柄を指し示していても、事例によって表現が異なることがありますので、

ご了承ください。 

・ 発言者の敬称について、地区社協会長は「○○会長」、その他の方は「○○さん」と表記し

ています。 

・ 地区社協ごとの取り組みや思いを伝えることに重きを置いた編集となっています。事例ごと

で掲載内容に違いや濃淡がありますが、あらかじめご了承ください。 
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２ 実践者から実践者へのインタビュー・・・・・・・・・５ 

 

 

キーワード 

• 小さい子を持つお母さんが3代続けて拠点の常駐スタッフに                           
安学区社協（安ふれあいセンター）／インタビュアー 古田地区社協 

• ２名の常駐者で拠点を支え、誰もが寄れる情報発信基地に         
井口地区社協（井口集会所）／インタビュアー 河内地区社協 

常
駐
者 

• いざという時に思い出してもらえる拠点を目指して              
大河地区社協（大河集会所）／インタビュアー 大塚・伴南学区社協 

相
談
窓
口 

• 民間会社の空きスペースを活用した拠点をサロンや会議に
活用                           
神崎学区社協（神崎ふれあいホール）／インタビュアー 上温品地区社協 

• 拠点で開催される総務会で強いつながりをつくる            
楠那地区社協（楠那公民館）    ／インタビュアー 山田地区社協 

小
会
議 

• 「地域おこし」から「福祉のまちづくり」の実現を目指す         
狩留家地区社協（狩留家集会所）／インタビュアー 安北学区社協 

• 子育て支援で地域が変わる、その活動拠点になっています         
阿戸地区社協（阿戸福祉センター）／インタビュアー 中島地区社協 

活
動
発
信 

他の地区社協での実践者の方々に、インタビュアーになっていただきました。 

地域性は違えど、実践者同士だからこそ、分かり合えることがあります。 

どのインタビューも、広く地域活動について、話が盛り上がりました。 
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３ 活動事例いろいろ・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

 スタッフ、参加者の区別なく、話して笑って元気になる場所 

袋町地区社協（袋町学区会館） 

 福祉委員が集って、しゃべって、アイデア湧き出る拠点 

中島地区社協（中島集会所） 

 地域の中心にある拠点が、名実ともに活動の中心に 

上温品地区社協（温品福祉センター） 

 地域住民が気軽に立ち寄れる拠点に 

山田地区社協（ふれあいサロンやまた） 

 地域で協力しあう機運があり、「あたり一体が地域の拠点」に 

古田学区社協（古田交流プラザ） 

 充実した広報活動は、地区社協の「城」である拠点から！ 

安北学区社協（高長集会所 福祉のまちづくりセンター） 

 

■ これから活用が期待される新たな拠点のかたち 五月が丘地区社協（空き家） 

空き家の活用についてお役立ち情報 

 

 学区社協が指定管理者となり、地域とのつながりがより強固に 

伴学区社協（広島市沼田老人いこいの家） 

 充実した活動に引っ張られ、これからの活用が期待される拠点 

大塚・伴南学区社協（大塚集会所） 

 拠点ができて充実してきた地域の福祉活動 

可部南地区社協（可部福祉センター） 

 

ちょっとひと休み① 広島市域の拠点 あれこれ！？  

 

 地域の「ミニ役場」的な存在になっています 

船越地区社協（船越老人いこいの家 鼓が浦荘） 

 みんなが気安く集えるまちづくりの拠点 

河内地区社協（河内公民館内） 

 地区社協が指定管理者となって「ささえあいのまち」を目指す 

佐伯区観音社協（老人いこいの家坪井荘） 

 

ちょっとひと休み② 頭の痛い拠点の維持経費／拠点の備品  

 

４ 県立広島大学 講師 手島  洋 氏に聞く・・・・・５２ 

５ 広島市域の地区社協活動拠点一覧・・・・・・・・５４ 
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